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ぼ く と わ た し の 絵

マ
マ
と
一
緒
に
お
散
歩
に
行
き
ま
し

た
。
そ
し
て
お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。

帰
り
に
宝
物
を
見
つ
け
て
、
お
家
に

持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た

な
ぁ
。

川
代
　
凜
梨
花
さ
ん（
う
め
組
）

マ
マ
と
公
園
に
お
散
歩
に
行
き
ま
し

た
。
き
れ
い
な
お
花
を
い
っ
ぱ
い
見

つ
け
た
よ
。
の
ど
が
渇
い
た
の
で
お

水
を
飲
み
ま
し
た
。
お
い
し
か
っ
た
。

高
橋
　
芽
玖
さ
ん
（
う
め
組
）

り
り
か

か
わ
だ
い

め
ぐ

た
か
は
し

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

14

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

皐
 月

12
月

小
　
林
　
大
　
翔
く
ん

Ｈ
23
・
２
・
15
生

（
地
区
）
戸
来

（
パ
パ
）
惇

（
マ
マ
）
恵
美

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

も
っと
も
っと
、大
き
く
な
っ
て
ね！

５
月

人
の
動
き

男
　
1,
38
7人
（
－
８
人
）

女
　
1,
46
6人
（
－
４
人
）

計
　
2,
85
3人
（
－
12
人
）

世
帯
数
94
3世
帯（
－
３
世
帯
）

（
平
成
25
年
３
月
31
日
現
在
）
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む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
25
年

エ
メ
ラ
ル
ド（
縁
石
）

̶
 幸
福
・
恩
恵
 ̶

誕
生
石

さ
つ
き

M
ay

燃
え

る
ご

み
収

集
日

　
新

郷
村

全
域

　
月

曜
日

・
木

曜
日

（
祭

日
も

収
集

し
ま

す
）

家
庭

ご
み

は
収

集
日

の
朝

に
出

し
て

下
さ

い
。

生
ご

み
の

水
切

り
に

ご
協

力
を

ご
み

の
減

量
と

リ
サ

イ
ク

ル
に

取
り

組
み

ま
し

ょ
う

予
防

接
種

相
談

日
　

毎
週

月
曜

日
　

正
午

〜
午

後
５

時
ま

で
　

T
E
L
6
1
−

7
5
5
5

２
０
１
３
年
５
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室

こ
ば
や
し

ひ
ろ

と

日
曜
不
用
犬
引
取
日

１
水
●
憲
法
記
念
日

3
金
資
源
ご
み（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

●
み
ど
り
の
日

4
土
●
こ
ど
も
の
日

5
日
●
振
替
休
日

6
月
行
政
相
談（
10
：
00
～
15
：
00
）

8
水
資
源
ご
み（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）収
集
日

10
金
新
郷
温
泉
館
休
館
日

13
月
資
源
ご
み（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

17
金
粗
大
ご
み
収
集
日

新
郷
中
学
校
体
育
祭
　
西
越
小
・
野
沢
中
大
運
動
会

18
土
第
38
4回
子
ど
も
会
親
子
早
起
き
掃
除（
花
植
え
活
動
）

新
郷
村
長
選
挙
投
・
開
票
日

19
日

新
郷
温
泉
館
休
館
日

20
月
母
と
子
の
栄
養
教
室
　
乳
幼
児
健
康
相
談

23
木
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

24
金
戸
来
小
学
校
運
動
会

26
日
新
郷
温
泉
館
休
館
日

27
月
結
核
検
診
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影（
～
30
日
）

28
火
固
定
資
産
税
第
１
期
納
期
限

31
金

み
ん
な
で
支
え
る

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

３月31日　「川代ものづくり学校」冬季講座修了式（関連記事は11ページ）３月31日　「川代ものづくり学校」冬季講座修了式（関連記事は11ページ）

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ものづくりは人づくり
　やがて地域づくりへと・・・
ものづくりは人づくり
　やがて地域づくりへと・・・
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氏　

名

新

氏　

名

新

備　
　

考
旧

千
葉　
　

修

住
民
生
活
課
参
事
兼
住
民
生
活
課
長
兼
住
民
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

住
民
生
活
課
参
事
兼
厚
生
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

田
茂
千
加
志

教
育
委
員
会
参
事
兼
総
務
課
長

教
育
委
員
会　

総
務
課
長

熊
谷　

誠
悦

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

農
業
委
員
会　

事
務
局
長

境　

真
理
子

住
民
生
活
課
副
参
事
兼
厚
生
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー
プ　

総
括
主
幹

木
村　

優
子

住
民
生
活
課
副
参
事
兼
税
務
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

西
越
支
所
長

住
民
生
活
課
税
務
グ
ル
ー
プ　

総
括
主
幹

崩　
　

敬
子

農
業
委
員
会　

事
務
局
長

住
民
生
活
課
厚
生
グ
ル
ー
プ　

総
括
主
幹

角
岸　

繁
信

産
業
建
設
課
産
業
グ
ル
ー
プ　

副
参
事

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ　

総
括
主
幹

東　
　

則
男

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ　

総
括
主
幹

産
業
建
設
課
産
業
グ
ル
ー
プ　

総
括
主
幹

松
森
恵
理
子

住
民
生
活
課
厚
生
グ
ル
ー
プ　

総
括
主
幹
兼
主
任
保
健
師

住
民
生
活
課
厚
生
グ
ル
ー
プ　

総
括
主
幹

沢
口
く
み
子

産
業
建
設
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ　

総
括
主
幹

住
民
生
活
課
厚
生
グ
ル
ー
プ　

主
幹

住
民
生
活
課
税
務
グ
ル
ー
プ　

主
幹

住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー
プ　

主
幹

西
越
支
所　

主
幹

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ　

主
幹

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ　

主
幹

住
民
生
活
課
税
務
グ
ル
ー
プ　

主
幹

教
育
委
員
会　

主
査

住
民
生
活
課
厚
生
グ
ル
ー
プ　

主
任
保
健
師

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
を
解
く

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ　

主
査

住
民
生
活
課
厚
生
グ
ル
ー
プ　

主
査

住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー
プ　

主
査

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ　

主
事

産
業
建
設
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ　

主
事

住
民
生
活
課
厚
生
グ
ル
ー
プ　

主
任
保
健
師

中
鶴
間
ゆ
き
子

福
山　
　

徹

高
見　

憲
一

長
峯　

里
美

福
山　

鋼
蔵

熊
谷　

賢
一

横
道　

敏
克

佐
藤　

寿
喜

佐
藤　

雅
興

保
土
沢
京
子

福
山　

雄
亮

寺
尾　

舞
子

下
村
瑠
璃
子

東
森　

亮
憲

横
田　

智
大

住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー
プ　

総
括
主
幹

教
育
委
員
会　

主
幹

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ　

主
幹

西
越
支
所　

主
査

産
業
建
設
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ　

主
幹

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ　

主
査 

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ　

主
査

住
民
生
活
課
税
務
グ
ル
ー
プ　

主
査

住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー
プ　

主
事

藤
井　

龍
斗

四
月
一
日
付

氏　

名

旧

備　
　

考

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

櫻
井　

雅
洋

定
年
退
職　

三
月
三
十
一
日
付

住
民
生
活
課
参
事
兼
住
民
生
活
課
長
兼
住
民
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

小
笠
原
幸
子

定
年
退
職　

三
月
三
十
一
日
付

住
民
生
活
課
参
事
兼
税
務
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

中
村　

克
夫

定
年
退
職　

三
月
三
十
一
日
付

産
業
建
設
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
総
括
主
幹

立
花
ふ
さ
子

定
年
退
職　

三
月
三
十
一
日
付

産
業
建
設
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
総
括
主
幹

中
里
田
鶴
子

定
年
退
職　

三
月
三
十
一
日
付

西
越
支
所
参
事
兼
支
所
長

滝
沢　

和
泉

自
己
都
合
退
職　

三
月
三
十
一
日
付

住
民
生
活
課
税
務
グ
ル
ー
プ　

主
事

山
岸　

夏
海

四
月
一
日
付

産
業
建
設
課
産
業
グ
ル
ー
プ　

主
事

長
峯　

剛
幸

四
月
一
日
付

出
納
室　

主
事

田
守
香
奈
子

四
月
一
日
付

診
療
所　

主
事

千
葉　
　

香

四
月
一
日
付

産
業
建
設
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ 

主
事
兼
自
動
車
運
転
手

永
野　

隆
幸

四
月
一
日
付

住
民
生
活
課
税
務
グ
ル
ー
プ　

主
査

住
民
生
活
課
厚
生
グ
ル
ー
プ　

保
健
師

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
主
査

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣

出
納
室　

主
事

住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー
プ　

主
事

住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー
プ　

主
事

産
業
建
設
課
産
業
グ
ル
ー
プ　

主
事

（
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
付
）

　村長　　須　藤　良　美

副村長　横　田　孝　夫

千葉　　修

木村　優子
戸田ひとみ
高見　憲一
佐藤　寿喜
山岸　夏海

副参事・税務GL
総括主幹
主幹
主幹
主事

下栃棚幸子
小沢　幸寛
長峯　里美
下村瑠璃子
滝沢ひかる
藤井　龍斗

総括主幹
主幹
主幹
主査
主事
主事

境　真理子
沢口くみ子
福山　　徹
坂根　光代
伊調　敬史
寺尾　舞子
浅野　達哉
保土沢京子
小渡悠季代

副参事・厚生GL
総括主幹・主任保健師
主幹
主査
主査
主査
主事
主任保健師
保健師

税 務 グ ル ー プ住 民 グ ル ー プ

住 民 生 活 課 産 業 建 設 課 総　　務　　課

熊谷　誠悦

厚 生 グ ル ー プ

西　越　支　所 診　　療　　所

所長　高杉　亮平

教 育 委 員 会

総　　務　　課

教育長　菊池　秀悦

総合福祉センター内
ＴＥＬ61－7555

横田　堅悦
東　　則男
髙村　郁子
福山佐登志
工藤　正博
長峯　剛幸

参事・産業GL
副参事
総括主幹
主幹
主事
主事

遠藤　勇一
本間由美子
横沢　幸治
小笠原　勝
田茂　和俊

総括主幹
主幹
主幹
自動車運転手総括主任
自動車運転手主任

横田　堅悦
櫻井　愛子
中鶴間ゆき子
永野　隆幸
横田　智大

商工観光ＧＬ（兼務）
総括主幹
総括主幹
主事兼自動車運転手
主事

新郷温泉館内
ＴＥＬ78－3050 または
ＴＥＬ78－2025

産 業 グ ル ー プ 建 設 グ ル ー プ

議　　　　　　会

議 会 事 務 局

商工観光グループ

会計管理者・
出納室長

松森恵理子
櫻䑓　博明
中鶴間淳子
熊谷　賢一
横道　敏克
福山　雄亮
東森　亮憲
村上　　智

総括主幹
総括主幹
主幹
主幹
主幹
主査
主事
自動車運転手主任

永野　範英
佐藤　泰司
平葭　美幸
鷹觜　昌也

参事・企画GL
総括主幹
主幹
主事

工藤　勝志
高根　和也
田守香奈子

総括主幹
主事
主事

総 務 グ ル ー プ 企 画 グ ル ー プ 出　　納　　室

選挙管理委員会

選挙管理委員会事務局

農 業 委 員 会

農業委員会事務局

角岸　繁信
長峯美智子

事務局長
総括主幹

長峯　　晃

桜井真紀子

事務局長
　  （監査委員書記兼務）
総括主幹

立花　　巖
村下　文雄
三浦　輝雄

臨時職員
臨時職員
臨時職員

夜間、休日等の電話受付

ＧＬ＝グループリーダー

田茂千加志
下村　安則
川口のり子
前山　艶子
佐藤　雅興
谷内武美耶

参事・総務課長
課長補佐
総括主幹
主幹
主査
主事

参事事務長
看護師
准看護師
看護補助員
エックス線技師
主事

木村　良一
川代　俊子
小坂しおり
川岸　哲子
長峯　　満
千葉　　香

ＴＥＬ78－3111
支所長
主幹

崩　　敬子
福山　鋼蔵

ＴＥＬ78－3131

異
動
・
昇
格

新
採
用

退
　
職

参事・住民生活課長
住民ＧＬ 沢口純一郎参事・産業建設課長

建設ＧＬ 井上　隆美参事・総務課長
総務ＧＬ

事務局長
次長
書記
書記
書記

井上　隆美（兼務）
櫻䑓　博明（兼務）
熊谷　賢一（兼務）
横道　敏克（兼務）
福山　雄亮（兼務）

新郷村役場
電話 0178－78－2111（代表）

新郷村職員配置及び機構図 平成25年４月１日現在平
成
二
十
五
年
度
新
郷
村
人
事



４

　新
郷
村
で
は
平
成
25
年
度
か
ら

子
育
て
支
援
と
定
住
促
進
の
一
環

と
し
て
、
学
校
給
食
費
の
無
料
化

を
進
め
る
た
め
の
予
算
が
、
３
月

定
例
議
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　こ
の
無
料
化
は
青
森
県
内
で
は

初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
村
内
４

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
１
６
５

人
す
べ
て
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　現
在
、
小
中
学
生
の
給
食
費
は

年
間
一
人
あ
た
り
、
小
学
生
が
約

６
万
円
、
中
学
生
は
約
６
万
６
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
無

料
化
に
よ
り
、
子
育
て
世
代
の
家

計
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
少
子
化

に
微
少
で
は
あ
る
に
せ
よ
歯
止
め

が
か
か
り
、
若
い
世
代
の
村
外
へ

の
流
出
防
止
、
村
へ
の
転
入
促
進

が
図
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
学
校
給
食
に
村
内
の
新

鮮
野
菜
を
食
材
と
し
て
大
い
に
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
地
産
地
消
を

高
め
、
村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　村
内
商
店
の
誘
客
促
進
事
業
と

し
て
、
ま
た
、
観
光
の
村「
し
ん

ご
う
」の
位
置
づ
け
を
よ
り
図
ろ

う
と
、
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社
で

は
５
月
の
販
売
を
目
指
し
て
、
現
在

「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」や「
生
キ
ャ

ラ
煎
餅
」、
ア
イ
ス
な
ど
の
各
種

商
品
の
量
産
体
制
に
入
っ
て
い
ま

す
。　ま

た
、
人
気
商
品
の「
飲
む
ヨ

ー
グ
ル
ト
」と「
生
キ
ャ
ラ
煎
餅
」

は
５
月
〜
７
月
ま
で
の
３
ヶ
月

間
、
日
曜
日
に
限
り
、
村
内
の
商

店
で
２
割
引
で
販
売
し
ま
す
。

　箱
入
り
生
キ
ャ
ラ
煎
餅
が
２
０

０
円
引
き
で
８
０
０
円
に
、
９
０

０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
入
り
飲
む
ヨ
ー
グ

ル
ト
が
１
０
０
円
引
き
で
、
４
０

０
円
で
買
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
二
つ
の
商
品
は
今
や
我
が

村
の
ヒ
ッ
ト
商
品
で
あ
り
、
全
国

か
ら
注
文
が
き
て
い
ま
す
。

　こ
れ
を
機
に
販
売
網
を
広
げ
、

観
光
客
を
呼
ぶ
起
爆
剤
と
も
な
れ

ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　新
郷
村
の
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
よ
う
と
、
３
ヶ
年
計
画
で
、

金
ヶ
沢
付
近
に
定
住
促
進
住
宅
を

建
設
し
よ
う
と
、
現
在
、
国
・
県

と
計
画
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　こ
の
事
業
は
緑
豊
か
な
環
境
の

中
で
子
育
て
を
し
た
い
と
い
う
若

者
た
ち
へ
住
宅
を
供
給
す
る
こ
と

で
、
定
住
人
口
の
増
加
と
地
域
全

体
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
、
現
段
階
で
10
戸
の
住
宅
建

設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　総
事
業
費
は
協
議
中
で
す
が
、

約
２
億
円
の
経
費
が
見
込
ま
れ
、

有
利
な
過
疎
債
・
補
助
金
の
活
用

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
年
度
は
そ
の
整
備
を
進
め
る

た
め
の
造
成
工
事
に
５
０
０
万
円
、

給
排
水
施
設
整
備
と
し
て
２
千
万

円
の
経
費
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　新
郷
村
の
基
幹
作
物
で
あ
る
葉

た
ば
こ
栽
培
は
年
々
減
少
し
、
現

在
42
人
が
耕
作
、
58
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
栽
培
面
積
で
２
億
８
千
万
円
の

販
売
額
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

　耕
作
者
減
少
の
原
因
は
、
廃
作

農
家
に
協
力
金
が
支
給
さ
れ
た
こ

と
や
働
く
人
々
の
高
齢
化
に
よ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
年
々
増

え
続
け
て
い
る
立
枯
病
の
被
害
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　村
で
は
、
葉
タ
バ
コ
の
生
産
地

を
崩
壊
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
、
生

産
者
の
意
欲
を
低
下
さ
せ
な
い
よ

う
に
と
、
立
枯
病
防
止
に
対
す
る

農
家
へ
の
支
援
を
本
格
化
さ
せ
た

い
と
考
え
、
今
年
度
よ
り
葉
た
ば
こ

振
興
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　今
年
度
は
計
画
途
中
と
あ
っ
て
、

対
策
費
１
６
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
が
、
状
況
を
見
な
が
ら
更
に
種
々

の
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
の
予
算
か
ら

見
る
新
郷
村
の
展
望

小
中
学
校
給
食
費
を
無
料
化

葉
た
ば
こ
立
枯
病
防
除
に
支
援

本
年
５
月
か
ら

人
気
商
品“

飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
“

“

生
キ
ャ
ラ
煎
餅
“が
村
内
の

商
店
で
２
割
引
で
販
売
！

（
３
ヶ
月
間
の
期
間
限
定
・
曜
日
指
定
あ
り
）

人
口
減
少
に
よ
る
過
疎
化
に
対
応

定
住
促
進
住
宅
整
備
を
進
め
る

新
郷
村
長

　須
藤
良
美おいしそうに給食を食べる戸来小の１年生５人校長先生と一緒に給食を食べる西越小の１年生４人

　給
食
費
の
無
料

化
は
、
子
ど
も
が

い
る
家
庭
に
す
れ

ば
、
と
て
も
助
か

り
ま
す
。
妻
も
い

い
反
応
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
、
若
い
人
た
ち
が
新
郷
村
に
引
っ

越
し
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

畠
山

　歩
さ
ん（
舘
向
）
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き
ん
か
餅
作
り
を
体
験

〜 

交
通
事
故
の
な
い
地
域
を
目
指
し
て 

〜

五
戸
地
区
交
通
指
導
隊
決
起
大
会

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か

ら
の
参
加
者
14
名
が
調
理
法
を
学

び
ま
し
た
。

　講
師
は
、「
し
ん
ご
う
青
空
会
」

会
長
の
畠
山
悦
子
さ
ん
。
新
郷
産

の
ク
ル
ミ
と
み
そ
に
、
市
販
の
黒

砂
糖
を
加
え
た
具
材
を
、
小
麦
粉

で
作
っ
た
生
地
で
包
み
、
２
〜
３

分
ゆ
で
る
と
完
成
で
す
。「
真
ん
中

に
具
を
入
れ
る
く
ぼ
み
を
作
っ
て

か
ら
包
む
の
が
、
き
れ
い
に
作
る

コ
ツ
」と
、
お
手
本
を
見
せ
な
が
ら

参
加
者
に
指
導
す
る
畠
山
さ
ん
。

手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
沸
騰

し
た
お
湯
か
ら
浮
か
ん
で
き
た「
き

ん
か
餅
」を
出
し
て
み
る
と
、
つ

や
つ
や
と
お
い
し
そ
う
な「
き
ん

か
餅
」が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　１
人
10
個
ほ
ど
作
っ
た
参
加
者

た
ち
。
畠
山
さ
ん
が
調
理
し
た
混

ぜ
ご
飯
や
漬
物
、
八
杯
汁
な
ど
と

一
緒
に
み
ん
な
で
味
わ
い
ま
し
た
。

　最
後
に
、
新
郷
温
泉
館
で
入
浴

し
て
ツ
ア
ー
は
終
了
。
参
加
者
か

ら
は「
小
さ
い
頃
に
食
べ
た
記
憶

が
あ
っ
た
の
で
、
絶
対
作
っ
て
見

た
か
っ
た
」「
家
で
も
作
っ
て
、
孫

に
食
べ
さ
せ
た
い
」な
ど
、
評
判

も
上
々
。
参
加
者
は「
き
ん
か
餅
」

を
お
土
産
に
も
ら
い
、
笑
顔
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　南
部
地
方
に
伝
わ
る
郷
土
料
理

「
き
ん
か
餅
」作
り
を
体
験
す
る
ツ

ア
ー
が
３
月
９
日
、
村
と
村
観
光

協
会
主
催
に
よ
り
山
村
開
発
セ
ン

　４
月
５
日
、
五
戸
警
察
署
内
に

お
い
て
五
戸
地
区
交
通
指
導
隊
決

起
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
村
か
ら

も
戸
来
・
西
越
そ
れ
ぞ
れ
の
支
隊

か
ら
隊
員
が
参
集
し
ま
し
た
。

　大
会
は
、
交
通
事
故
犠
牲
者
に

対
し
て
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
あ

と
、辞
令
交
付
と
表
彰
式
が
執
り

行
わ
れ
、
戸
来
支

隊
の
髙
橋
一
男
さ

ん
が
功
労
賞
を
、

西
越
支
隊
の
佐
藤

哲
さ
ん
が
優
良
隊

員
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
三
浦
俊
哉

五
戸
地
区
交
通
安

全
協
会
長
が
「
交

通
事
故
の
な
い
社

会
の
実
現
を
目
指

し
、
よ
り
一
層
の

活
躍
を
期
待
し
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
。

隊
員
を
力
強
く
激

励
し
ま
し
た
。

　続
い
て
、
警
察

署
前
の
駐
車
場

で
、
小
野
郁
男
五

戸
警
察
署
長
の
査
閲
を
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
受
け
た
隊
員
た
ち
。
査

閲
終
了
後
、
さ
っ
そ
く
街
頭
へ
立

っ
た
隊
員
ら
は
、「
忘
れ
な
い
で
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
」と
書
か
れ
た
横
断

幕
を
手
に
、
道
ゆ
く
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

春
の
街
頭
指
導

12月７日調印　土本仁さん、励子さん夫妻

具材を生地で包みこむ参加者

９月19日調印　谷地村富美夫さん、直美さん夫妻

じ
、
近
代
的
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
農

業
経
営
を
確
立
し
、
健
康
で
明
る

い
家
庭
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　24
年
度
の
協
定
締
結
は
、
９
月

19
日
の
谷
地
村
富
美
夫
さ
ん
夫
妻
、

12
月
７
日
の
土
本
仁
さ
ん
夫
妻
に

続
き
、
３
家
族
目
。
こ
れ
に
よ
り
、

村
内
の
同
協
定
調
印
農
家
は
14
家

族
37
名
と
な
り
ま
し
た
。

　春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

（
４
月
６
日
〜
15
日
）中
、
村
交
通

安
全
対
策
協
議
会（
会
長
：
須
藤

良
美
村
長
）や
五
戸
地
区
交
通
安

全
協
会
戸
来
・
西
越
支
部
ら
交
通

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
、
村

内
各
所
で
街
頭
指
導
を
実
施
し
ま

し
た
。

　村
内
の
小
中
学
校
入
学
式
に
合

わ
せ
て
７
日
の
朝
７
時
か
ら
行
わ

れ
た
活
動
は
、
登
校
す
る
児
童
・

生
徒
た
ち
と
大
き
な
声
で
あ
い
さ

つ
。
道
路
の
歩
き
方
や
横
断
歩
道

の
渡
り
方
な
ど
を
優
し
く
指
導
し

な
が
ら
、
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　本
村
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
継
続

日
数
は
２
５
２
５
日（
４
月
１
日

現
在
）。
３
０
０
０
日
達
成
を
目

標
に
、
交
通
安
全
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

　３
月
18
日
、
村
農
業
委
員
会（
村

岡
和
俊
会
長
）は「
新
郷
村
家
族
経

営
協
定
調
印
式
」を
役
場
で
開
催

し
ま
し
た
。

　今
回
協
定
を
締
結
し
た
の
は
滝

沢
和
雄
さ
ん（
滝
沢
）家
族
。
村
岡

会
長
と
立
田
久
善
三
八
地
域
県
民

局
地
域
農
林
水
産
部
農
業
普
及
振

興
室
長
の
立
ち
会
い
の
も
と
調
印
。

調
印
後
、
家
族
を
代
表
し
て
滝
沢

洋
樹
さ
ん

が
「
将
来

的
に
は
６

次
産
業
化

を
目
指
し
、

村
の
農
業

発
展
に
貢

献
し
た
い
」

と
抱
負
を

述
べ
ま
し

た
。　こ

の
協

定
は
家
族

が
相
互
に

責
任
あ
る

経
営
へ
の

参
加
を
通

春
の
街
頭
指
導

通
学
路
で
街
頭
指
導 

│

春
の
交
通
安
全
運
動
│

～登校する児童に街頭インタビュー～～登校する児童に街頭インタビュー～
Q、普段この道を通るとき、どんなことに気をつけていますか？

～登校する児童に街頭インタビュー～

魅
力
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
て

│

滝
沢
和
雄
さ
ん
一
家

　
14
家
族
目
の
調
印
│３月18日調印　滝沢和雄さん一家

（前列左から　友子さん、陽平くん、洋樹さん、順子さん）

新郷駐在所前で実施された街頭指導

五戸警察署前で五戸警察署長らの査閲を受ける隊員たち

道が狭いから車に
気をつけています。
佐々木七海さん
（戸来小２）

二列にならないで、
歩くようにしています。
橋端　圭太くん
（戸来小３）

車にひかれないように
歩いています。
小坂　高義くん
（戸来小４）

も
ち

は
ち
は
い
じ
る
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月
９
日
、
村
と
村
観
光

協
会
主
催
に
よ
り
山
村
開
発
セ
ン

　４
月
５
日
、
五
戸
警
察
署
内
に

お
い
て
五
戸
地
区
交
通
指
導
隊
決

起
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
村
か
ら

も
戸
来
・
西
越
そ
れ
ぞ
れ
の
支
隊

か
ら
隊
員
が
参
集
し
ま
し
た
。

　大
会
は
、
交
通
事
故
犠
牲
者
に

対
し
て
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
あ

と
、辞
令
交
付
と
表
彰
式
が
執
り

行
わ
れ
、
戸
来
支

隊
の
髙
橋
一
男
さ

ん
が
功
労
賞
を
、

西
越
支
隊
の
佐
藤

哲
さ
ん
が
優
良
隊

員
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
三
浦
俊
哉

五
戸
地
区
交
通
安

全
協
会
長
が
「
交

通
事
故
の
な
い
社

会
の
実
現
を
目
指

し
、
よ
り
一
層
の

活
躍
を
期
待
し
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
。

隊
員
を
力
強
く
激

励
し
ま
し
た
。

　続
い
て
、
警
察

署
前
の
駐
車
場

で
、
小
野
郁
男
五

戸
警
察
署
長
の
査
閲
を
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
受
け
た
隊
員
た
ち
。
査

閲
終
了
後
、
さ
っ
そ
く
街
頭
へ
立

っ
た
隊
員
ら
は
、「
忘
れ
な
い
で
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
」と
書
か
れ
た
横
断

幕
を
手
に
、
道
ゆ
く
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

春
の
街
頭
指
導

12月７日調印　土本仁さん、励子さん夫妻

具材を生地で包みこむ参加者

９月19日調印　谷地村富美夫さん、直美さん夫妻

じ
、
近
代
的
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
農

業
経
営
を
確
立
し
、
健
康
で
明
る

い
家
庭
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　24
年
度
の
協
定
締
結
は
、
９
月

19
日
の
谷
地
村
富
美
夫
さ
ん
夫
妻
、

12
月
７
日
の
土
本
仁
さ
ん
夫
妻
に

続
き
、
３
家
族
目
。
こ
れ
に
よ
り
、

村
内
の
同
協
定
調
印
農
家
は
14
家

族
37
名
と
な
り
ま
し
た
。

　春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

（
４
月
６
日
〜
15
日
）中
、
村
交
通

安
全
対
策
協
議
会（
会
長
：
須
藤

良
美
村
長
）や
五
戸
地
区
交
通
安

全
協
会
戸
来
・
西
越
支
部
ら
交
通

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
、
村

内
各
所
で
街
頭
指
導
を
実
施
し
ま

し
た
。

　村
内
の
小
中
学
校
入
学
式
に
合

わ
せ
て
７
日
の
朝
７
時
か
ら
行
わ

れ
た
活
動
は
、
登
校
す
る
児
童
・

生
徒
た
ち
と
大
き
な
声
で
あ
い
さ

つ
。
道
路
の
歩
き
方
や
横
断
歩
道

の
渡
り
方
な
ど
を
優
し
く
指
導
し

な
が
ら
、
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　本
村
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
継
続

日
数
は
２
５
２
５
日（
４
月
１
日

現
在
）。
３
０
０
０
日
達
成
を
目

標
に
、
交
通
安
全
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

　３
月
18
日
、
村
農
業
委
員
会（
村

岡
和
俊
会
長
）は「
新
郷
村
家
族
経

営
協
定
調
印
式
」を
役
場
で
開
催

し
ま
し
た
。

　今
回
協
定
を
締
結
し
た
の
は
滝

沢
和
雄
さ
ん（
滝
沢
）家
族
。
村
岡

会
長
と
立
田
久
善
三
八
地
域
県
民

局
地
域
農
林
水
産
部
農
業
普
及
振

興
室
長
の
立
ち
会
い
の
も
と
調
印
。

調
印
後
、
家
族
を
代
表
し
て
滝
沢

洋
樹
さ
ん

が
「
将
来

的
に
は
６

次
産
業
化

を
目
指
し
、

村
の
農
業

発
展
に
貢

献
し
た
い
」

と
抱
負
を

述
べ
ま
し

た
。　こ

の
協

定
は
家
族

が
相
互
に

責
任
あ
る

経
営
へ
の

参
加
を
通

通
学
路
で
街
頭
指
導 

│

春
の
交
通
安
全
運
動
│

～登校する児童に街頭インタビュー～～登校する児童に街頭インタビュー～
Q、普段この道を通るとき、どんなことに気をつけていますか？

～登校する児童に街頭インタビュー～

魅
力
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
て

│

滝
沢
和
雄
さ
ん
一
家

　
14
家
族
目
の
調
印
│３月18日調印　滝沢和雄さん一家

（前列左から　友子さん、陽平くん、洋樹さん、順子さん）

新郷駐在所前で実施された街頭指導

五戸警察署前で五戸警察署長らの査閲を受ける隊員たち

道が狭いから車に
気をつけています。
佐々木七海さん
（戸来小２）

二列にならないで、
歩くようにしています。
橋端　圭太くん
（戸来小３）

車にひかれないように
歩いています。
小坂　高義くん
（戸来小４）

も
ち

は
ち
は
い
じ
る
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　３
月
22
日
、
戸
来
小

学
校（
今
井
裕
一
校
長
）

の
５
年
生
16
名
は
、
村

の
特
産
物
を
生
か
し
た

新
商
品
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
手
に
須
藤
良
美
村
長

の
も
と
を
訪
れ
ま
し
た
。

　児
童
一
人
ひ
と
り
が
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
自
ら
描

い
た
新
商
品
を
映
し
な

が
ら
解
説
。
村
特
産
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ「
郷（
さ

と
）の
き
み
」を
使
っ
た

ア
イ
ス
や
ク
リ
ー
ム
チ

ー
ズ
、
新
郷
産
の
野
菜
と
キ
ノ
コ

で
作
る
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー「
ミ
ラ
ク

ル
ビ
ッ
ク
バ
ー
ガ
ー
」な
ど
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　児
童
た
ち
は
、
総
合
学
習
の
時

間
で
村
の
歴
史
や
産
業
に
つ
い
て

学
習
。
村
が
直
面
し
て
い
る
人
口

減
少
の
問
題
を
知
り
、
村
特
産
物

を
生
か
し
た
新
商
品
で
新
郷
村
を

元
気
に
し
よ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ィ
ア
を
考
案
。
新
商
品
を
生

み
出
す
に
あ
た
っ
て
、「
飲
む
ヨ

ー
グ
ル
ト
」や「
生
キ
ャ
ラ
煎
餅
」

な
ど
数
々
の
村
特
産
品
を
考
案
・

販
売
し
て
い
る
村

活
性
化
公
社
の
角

岸
秀
伸
事
務
局
長

か
ら
も
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
の
今

回
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
。

　児
童
た
ち
の
豊

か
な
想
像
力
か
ら

生
み
出
さ
れ
た
新

商
品
の
発
表
に
、

須
藤
村
長
は
「
こ

れ
か
ら
も
一
緒
に

村
を
Ｐ
Ｒ
し
、
元

気
な
村
に
し
て
い

こ
う
」
と
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　４
月
１
日
、
役
場
に
て
村
民
相

談
員
と
販
売
戦
略
推
進
員
の
辞
令

交
付
式
が
執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　村
民
相
談
員
の
辞
令
交
付
を
受

け
た
の
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

田
中
正
徳
氏
。
村
民
の
日
常
生
活

に
お
け
る
総
合
的
相
談
に
応
じ
、

適
切
な
助
言
・
指
導
援
助
を
行
い

ま
す
。
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
、

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
の
相
談

室
に
て
村
民
相
談
日
を
開
設
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
販
売
戦
略
推
進
員
の
辞

令
交
付
を
受
け
た
の
は
松
原
健
夫

氏
。
松
原
氏
は
昨
年
ま
で
八
戸
大

学
・
八
戸
短
期
大
学
総
合
研
究
所

事
務
員
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
、

地
域
力
再
生
創
出
・
地
域
間
交
流

促
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
村
の

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　４
月
か
ら
は
販
売
戦
略
推
進
員

と
し
て
、
本
村
に
お
け
る
地
場
産

品
の
振
興
、
並
び
に
定
住
促
進
を

図
る
た
め
、
新
た
な
る
特
産
品
の

掘
起
こ
し
と
開
発
、
地
場
産
品
を

中
心
と
し
た
販
売
戦
略
を
村
内
外

に
お
い
て
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　国
か
ら
６
次
産
業

化
事
業
の
認
定
を
受

け
て
村
活
性
化
公
社

（
須
藤
良
美
理
事
長
）

が
栽
培
・
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
「
甘

草
」（
か
ん
ぞ
う
）。

　新
郷
む
ら
づ
く
り

実
行
委
員
会
は
こ
の

甘
草
と
村
の
湧
水
を

使
用
し
、
県
の
「
平

成
24
年
度
き
れ
い
な

水
が
育
む『
あ
お
も

り
食
産
業
』推
進
事

業
」
の
採
択
も
受
け

な
が
ら
開
発
し
た
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

「
り
こ
水
」（
り
こ
み

ず
）の
試
飲
会
を
３

月
28
日
、
美
郷
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　甘
草
を
英
語
表
記

し
た
「
リ
コ
リ
ス
」

の「
リ
コ
」と
、
新
郷

の
天
然
水
の
「
水
」

の
文
字
か
ら
名
付
け

ら
れ
た「
り
こ
水
」。

本
事
業
へ
の
取
り
組

み
は
昨
年
の
５
月
下

旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

甘
草
の
栽
培
を
手
が

と
味
わ
っ
た
招
待
者
か
ら
は
、「
一

汗
か
い
た
後
に
、
甘
す
ぎ
る
の
は

ち
ょ
っ
と…

」「
焼
酎
の
水
割
り
に

は
い
い
甘
さ
だ
と
思
う
」な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
味
に
さ
ま
ざ
ま
な
感

想
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　安
定
し
た
村
内
で
の
甘
草
栽
培
、

ボ
ト
リ
ン
グ
工
場
や
水
源
地
か
ら

工
場
ま
で
水
を
運
ぶ
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
建
設
、
販
売
戦
略
な
ど
、
今

後
の
課
題
・
検
討
事
項
は
ま
だ
ま

だ
あ
る
も
の
の
、
村
の
湧
水
と
甘

草
の
融
合
か
ら
生
ま
れ
た
新
商
品

に
、
大
き
な
期
待
の
持
て
る
試
飲

会
と
な
り
ま
し
た
。

け
る
村
活
性
化
公
社
、
商
品
開
発

を
託
さ
れ
た
青
森
市
の
㈱
青
森
ロ

ジ
ス
テ
ッ
ク（
野
土
谷
泰
大
社
長
）

ら
と
と
も
に
幾
度
と
な
く
検
討
会

を
開
き
、「
命
の
水
」と
も
呼
ば
れ

る
赤
岩
エ
リ
ア
の
湧
水
調
査
や
甘

草
の
特
性
、
商
品
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
豊
富
に
持
つ
製
薬
会
社「
新
日

本
製
薬
」へ
の
視
察
な
ど
、
精
力

的
に
検
討
・
研
究
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
て
３
月
22
日
、（
一

財
）十
和
田
湖
ふ
る
さ
と
活
性
化

公
社
奥
入
瀬
湧
水
館
に
て
約
２
０

０
０
本
が
ボ
ト
リ
ン
グ
さ
れ
、
こ

の
日
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。

　「
こ
の
商
品
開
発

を
村
の
一
大
産
業
に

結
び
つ
け
て
い
き
た

い
」と
、新
た
な
産
業

の
創
出
に
期
待
を
寄

せ
る
須
藤
村
長
。
試

飲
に
招
い
た
村
議
員

や
各
機
関
・
団
体
の

代
表
者
ら
40
名
と
、

そ
の
味
を
確
認
し
合

い
ま
し
た
。
試
飲
に

は
甘
草
成
分
の
濃
度

が
異
な
る
４
種
類
が

登
場
。
濃
度
の
違
い

で
、
甘
さ
が
違
い
、

１
本
１
本
じ
っ
く
り

甘草と村のわき水を使用し、開発されたミネラルウォーター「りこ水」の試飲会の様子

試飲会にだされた４種類の「りこ水」
甘草成分の濃度をかえることで、味に違いがでる

〝
特
産
品
の
開
発
へ
、
ま
た
一
歩
前
進
〞

須藤村長らに新商品のアイディアを発表する戸来小の児童

新商品で村を元気に！  － 戸来小児童がプレゼンテーション －

村
民
相
談
員
・
販
売
戦
略
推
進
員
へ
辞
令
交
付

湧水と甘草の融合 　奇跡の一滴「りこ水」試飲会
みず

みず

み
ず

ゆう すい かん ぞう
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と
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に
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と
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ま
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、
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と
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を
受

け
た
の
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

田
中
正
徳
氏
。
村
民
の
日
常
生
活

に
お
け
る
総
合
的
相
談
に
応
じ
、

適
切
な
助
言
・
指
導
援
助
を
行
い

ま
す
。
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
、

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
の
相
談

室
に
て
村
民
相
談
日
を
開
設
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
販
売
戦
略
推
進
員
の
辞

令
交
付
を
受
け
た
の
は
松
原
健
夫

氏
。
松
原
氏
は
昨
年
ま
で
八
戸
大

学
・
八
戸
短
期
大
学
総
合
研
究
所

事
務
員
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
、

地
域
力
再
生
創
出
・
地
域
間
交
流

促
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
村
の

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　４
月
か
ら
は
販
売
戦
略
推
進
員

と
し
て
、
本
村
に
お
け
る
地
場
産

品
の
振
興
、
並
び
に
定
住
促
進
を

図
る
た
め
、
新
た
な
る
特
産
品
の

掘
起
こ
し
と
開
発
、
地
場
産
品
を

中
心
と
し
た
販
売
戦
略
を
村
内
外

に
お
い
て
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　国
か
ら
６
次
産
業

化
事
業
の
認
定
を
受

け
て
村
活
性
化
公
社

（
須
藤
良
美
理
事
長
）

が
栽
培
・
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
「
甘

草
」（
か
ん
ぞ
う
）。

　新
郷
む
ら
づ
く
り

実
行
委
員
会
は
こ
の

甘
草
と
村
の
湧
水
を

使
用
し
、
県
の
「
平

成
24
年
度
き
れ
い
な

水
が
育
む『
あ
お
も

り
食
産
業
』推
進
事

業
」
の
採
択
も
受
け

な
が
ら
開
発
し
た
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

「
り
こ
水
」（
り
こ
み

ず
）の
試
飲
会
を
３

月
28
日
、
美
郷
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　甘
草
を
英
語
表
記

し
た
「
リ
コ
リ
ス
」

の「
リ
コ
」と
、
新
郷

の
天
然
水
の
「
水
」

の
文
字
か
ら
名
付
け

ら
れ
た「
り
こ
水
」。

本
事
業
へ
の
取
り
組

み
は
昨
年
の
５
月
下

旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

甘
草
の
栽
培
を
手
が

と
味
わ
っ
た
招
待
者
か
ら
は
、「
一

汗
か
い
た
後
に
、
甘
す
ぎ
る
の
は

ち
ょ
っ
と…

」「
焼
酎
の
水
割
り
に

は
い
い
甘
さ
だ
と
思
う
」な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
味
に
さ
ま
ざ
ま
な
感

想
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　安
定
し
た
村
内
で
の
甘
草
栽
培
、

ボ
ト
リ
ン
グ
工
場
や
水
源
地
か
ら

工
場
ま
で
水
を
運
ぶ
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
建
設
、
販
売
戦
略
な
ど
、
今

後
の
課
題
・
検
討
事
項
は
ま
だ
ま

だ
あ
る
も
の
の
、
村
の
湧
水
と
甘

草
の
融
合
か
ら
生
ま
れ
た
新
商
品

に
、
大
き
な
期
待
の
持
て
る
試
飲

会
と
な
り
ま
し
た
。

け
る
村
活
性
化
公
社
、
商
品
開
発

を
託
さ
れ
た
青
森
市
の
㈱
青
森
ロ

ジ
ス
テ
ッ
ク（
野
土
谷
泰
大
社
長
）

ら
と
と
も
に
幾
度
と
な
く
検
討
会

を
開
き
、「
命
の
水
」と
も
呼
ば
れ

る
赤
岩
エ
リ
ア
の
湧
水
調
査
や
甘

草
の
特
性
、
商
品
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
豊
富
に
持
つ
製
薬
会
社「
新
日

本
製
薬
」へ
の
視
察
な
ど
、
精
力

的
に
検
討
・
研
究
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
て
３
月
22
日
、（
一

財
）十
和
田
湖
ふ
る
さ
と
活
性
化

公
社
奥
入
瀬
湧
水
館
に
て
約
２
０

０
０
本
が
ボ
ト
リ
ン
グ
さ
れ
、
こ

の
日
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。

　「
こ
の
商
品
開
発

を
村
の
一
大
産
業
に

結
び
つ
け
て
い
き
た

い
」と
、新
た
な
産
業

の
創
出
に
期
待
を
寄

せ
る
須
藤
村
長
。
試

飲
に
招
い
た
村
議
員

や
各
機
関
・
団
体
の

代
表
者
ら
40
名
と
、

そ
の
味
を
確
認
し
合

い
ま
し
た
。
試
飲
に

は
甘
草
成
分
の
濃
度

が
異
な
る
４
種
類
が

登
場
。
濃
度
の
違
い

で
、
甘
さ
が
違
い
、

１
本
１
本
じ
っ
く
り

甘草と村のわき水を使用し、開発されたミネラルウォーター「りこ水」の試飲会の様子

試飲会にだされた４種類の「りこ水」
甘草成分の濃度をかえることで、味に違いがでる

〝
特
産
品
の
開
発
へ
、
ま
た
一
歩
前
進
〞

須藤村長らに新商品のアイディアを発表する戸来小の児童

新商品で村を元気に！  － 戸来小児童がプレゼンテーション －

村
民
相
談
員
・
販
売
戦
略
推
進
員
へ
辞
令
交
付

湧水と甘草の融合 　奇跡の一滴「りこ水」試飲会
みず

みず

み
ず

ゆう すい かん ぞう
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かごコンテストに
出品された受講生

の作品

笑顔で自宅へ！ － 和の家退所式 －
　「
川
代
も
の
づ
く
り
学
校
」冬
季

講
座
が
修
了
し
、
３
月
31
日
、
旧

川
代
小
学
校
で
修
了
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　昨
年
の
８
月
11
日
に
、
旧
川
代

小
学
校
の
校
舎
を
有
効
活
用
し
よ

う
と
開
校
さ
れ
た
川
代
も
の
づ
く

り
学
校（
高
橋
悦
子
校
長
）は
、
こ

れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
が
、
冬
季
講
座

と
し
て
開
い
た
の
が
、「
か
ご
づ
く

り
教
室
」「
ヨ
ガ
教
室
」「
そ
ば
う

ち
教
室
」「
ぬ
の
ぞ
う
り
教
室
」な

ど
の
講
座
。

　修
了
式
に
は
約
30
人
が
出
席

し
、
高
橋
校
長
が
受
講
者
一
人
ひ

と
り
に
修
了
証
書
を
授
与
。ま
た
、

皆
勤
賞
と
精
勤
賞
も
授
与
さ
れ
、

高
橋
校
長
が
ユ
ニ
ー
ク
な
文
面
を

読
み
上
げ
る
と
、
会
場
が
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　続
い
て
、
受
講
生
を
代
表
し
、

伊
調
美
智
子
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
、

高
橋
校
長
と
須
藤
村
長
が
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
受
講
生
た
ち
が
作
っ
た

作
品
の
「
か
ご
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

結
果
も
発
表
さ
れ
、
出
席
者
か
ら

暖
か
い
拍
手
を
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。

「川代ものづくり学校」冬季講座修了
いろいろな講座で満喫した

　　　　　　“しんごう”の冬

　一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
冬
季

間
、
安
心
し
た
生
活
を
送
っ
て
も

ら
う
た
め
、
昨
年
の
11
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
共
同
住
宅「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
和
の
家
」
が
３
月
29

日
、
退
所
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　オ
ー
プ
ン
後
、
初
の
入
居
者
と

な
っ
た
永
野
み
ち
よ
さ
ん
、
沢
上

ま
つ
の
さ
ん
、
松
森
ふ
み
さ
ん
の

３
人
。
入
居
中
は
、
村
社
会
福
祉

協
議
会
や
管
理
人
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
も
、
自
炊
を
し
た
り
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
や
誕
生
会
を
開
く
な

ど
、
共
同
生
活
な
ら
で
は
の
楽
し

み
を
味
わ
い
ま
し
た
。
５
ヶ
月
間

を
振
り
返
り
、「
明
る
く
楽
し
く
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
た
」と
笑
顔

を
見
せ
る
３
人
に
、「
風
邪
を
ひ
く

こ
と
も
な
く
、
明
る
く
元
気
に
笑

顔
で
過
ご
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感

謝
す
る
」と
須
藤
村
長
が
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　自
宅
へ
戻
っ
て
か
ら
は
農
作
業

に
い
そ
し
む
３
人
で
す
が
、「
ま
た

冬
に
な
っ
た
ら
こ
こ
で
共
同
生
活

を
送
り
た
い
」と
、
和
の
家
の
魅

力
に
す
っ
か
り
と
り
つ
か
れ
た

様
子
。

　和
の
家
は
、
４
月
か
ら
10
月
ま

で
、
村
民
が
集
う
サ
ロ
ン
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。

　３
月
28
日
、
青
森
市
の「
ホ
テ

ル
青
森
」で
平
成
24
年
度
赤
十
字

社
資
功
労
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

日
本
赤
十
字
社
か
ら
㈱
村
下
建
設

工
業（
村
下
萬
社
長
）に
、
多
額
の

社
資
を
寄
付
し
た
赤
十
字
事
業
の

貢
献
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　４
月
２
日
、
受
章
報
告
の
た
め

に
、
村
下
萬
社
長
が
須
藤
村
長
の

も
と
を
訪
問
。
平
成
24
年
度
県
内

市
町
村
受
章
者
の
中
で
、
唯
一
村

か
ら
受
章
さ
れ
た
の
は
村
下
建
設

工
業
と
あ
っ
て
、
村
長
が
あ
た
た

か
く
迎
え
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　３
月
５
日
〜
８
日
ま
で
千
葉
県

幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た

「FOODEX JA
PA
N 

２
０
１
３

ご
当
地
牛
乳
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
、

新
郷
村
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社
の

「
間
木
ノ
平
の
薫
り
た
つ
牛
乳
」が

み
ご
と
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　ご
当
地
牛
乳
グ
ラ
ン
プ
リ
の
審

査
員
は
、
卸
や
販
売
に
直
結
し
た

職
種
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
調
理
に

携
わ
る
シ
ェ
フ
な
ど
で
、
ま
さ
に

プ
ロ
の
舌
と
目
に
よ
り
選
ば
れ
た

も
の
で
す
。

　原
乳
を
提
供
し
て
い
る
戸
田
真

さ
ん（
大
欠
平
）も
公
社
の
職
員

も
、
喜
び
に
沸
い
て
い
ま
し
た
。

笑顔で自宅へ！ － 和の家退所式 －

㈱
村
下
建
設
工
業

「
日
本
赤
十
字
社
社
長
感
謝
状
」受
章

「
間
木
ノ
平
の
薫
り
た
つ

牛
乳
」金
賞
受
賞
☆

in 

ご
当
地
牛
乳
グ
ラ
ン
プ
リ

出品作品を手にとり講評する高橋校長

講師の川口きよさんへ記念品の贈呈

丹精して作ったかごをながめる受講生たち

左から公社職員の三瀧信孝さん、原乳提供者の戸田真さん、公社職員の田沢匡輝さん 須藤村長（左）に受章報告する村下萬社長（右）

「川代ものづくり学校」の冬季講座修了式の様子

前列左から初の入居者となった永野みちよさん、沢上まつのさん、松森ふみさん

かごコンテストに
出品された受講生

の作品

た
ず
さ
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かごコンテストに
出品された受講生

の作品

笑顔で自宅へ！ － 和の家退所式 －
　「
川
代
も
の
づ
く
り
学
校
」冬
季

講
座
が
修
了
し
、
３
月
31
日
、
旧

川
代
小
学
校
で
修
了
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　昨
年
の
８
月
11
日
に
、
旧
川
代

小
学
校
の
校
舎
を
有
効
活
用
し
よ

う
と
開
校
さ
れ
た
川
代
も
の
づ
く

り
学
校（
高
橋
悦
子
校
長
）は
、
こ

れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
が
、
冬
季
講
座

と
し
て
開
い
た
の
が
、「
か
ご
づ
く

り
教
室
」「
ヨ
ガ
教
室
」「
そ
ば
う

ち
教
室
」「
ぬ
の
ぞ
う
り
教
室
」な

ど
の
講
座
。

　修
了
式
に
は
約
30
人
が
出
席

し
、
高
橋
校
長
が
受
講
者
一
人
ひ

と
り
に
修
了
証
書
を
授
与
。ま
た
、

皆
勤
賞
と
精
勤
賞
も
授
与
さ
れ
、

高
橋
校
長
が
ユ
ニ
ー
ク
な
文
面
を

読
み
上
げ
る
と
、
会
場
が
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　続
い
て
、
受
講
生
を
代
表
し
、

伊
調
美
智
子
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
、

高
橋
校
長
と
須
藤
村
長
が
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
受
講
生
た
ち
が
作
っ
た

作
品
の
「
か
ご
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

結
果
も
発
表
さ
れ
、
出
席
者
か
ら

暖
か
い
拍
手
を
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。

「川代ものづくり学校」冬季講座修了
いろいろな講座で満喫した

　　　　　　“しんごう”の冬

　一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
冬
季

間
、
安
心
し
た
生
活
を
送
っ
て
も

ら
う
た
め
、
昨
年
の
11
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
共
同
住
宅「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
和
の
家
」
が
３
月
29

日
、
退
所
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　オ
ー
プ
ン
後
、
初
の
入
居
者
と

な
っ
た
永
野
み
ち
よ
さ
ん
、
沢
上

ま
つ
の
さ
ん
、
松
森
ふ
み
さ
ん
の

３
人
。
入
居
中
は
、
村
社
会
福
祉

協
議
会
や
管
理
人
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
も
、
自
炊
を
し
た
り
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
や
誕
生
会
を
開
く
な

ど
、
共
同
生
活
な
ら
で
は
の
楽
し

み
を
味
わ
い
ま
し
た
。
５
ヶ
月
間

を
振
り
返
り
、「
明
る
く
楽
し
く
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
た
」と
笑
顔

を
見
せ
る
３
人
に
、「
風
邪
を
ひ
く

こ
と
も
な
く
、
明
る
く
元
気
に
笑

顔
で
過
ご
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感

謝
す
る
」と
須
藤
村
長
が
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　自
宅
へ
戻
っ
て
か
ら
は
農
作
業

に
い
そ
し
む
３
人
で
す
が
、「
ま
た

冬
に
な
っ
た
ら
こ
こ
で
共
同
生
活

を
送
り
た
い
」と
、
和
の
家
の
魅

力
に
す
っ
か
り
と
り
つ
か
れ
た

様
子
。

　和
の
家
は
、
４
月
か
ら
10
月
ま

で
、
村
民
が
集
う
サ
ロ
ン
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。

　３
月
28
日
、
青
森
市
の「
ホ
テ

ル
青
森
」で
平
成
24
年
度
赤
十
字

社
資
功
労
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

日
本
赤
十
字
社
か
ら
㈱
村
下
建
設

工
業（
村
下
萬
社
長
）に
、
多
額
の

社
資
を
寄
付
し
た
赤
十
字
事
業
の

貢
献
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　４
月
２
日
、
受
章
報
告
の
た
め

に
、
村
下
萬
社
長
が
須
藤
村
長
の

も
と
を
訪
問
。
平
成
24
年
度
県
内

市
町
村
受
章
者
の
中
で
、
唯
一
村

か
ら
受
章
さ
れ
た
の
は
村
下
建
設

工
業
と
あ
っ
て
、
村
長
が
あ
た
た

か
く
迎
え
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　３
月
５
日
〜
８
日
ま
で
千
葉
県

幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た

「FOODEX JA
PA
N 

２
０
１
３

ご
当
地
牛
乳
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
、

新
郷
村
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社
の

「
間
木
ノ
平
の
薫
り
た
つ
牛
乳
」が

み
ご
と
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　ご
当
地
牛
乳
グ
ラ
ン
プ
リ
の
審

査
員
は
、
卸
や
販
売
に
直
結
し
た

職
種
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
調
理
に

携
わ
る
シ
ェ
フ
な
ど
で
、
ま
さ
に

プ
ロ
の
舌
と
目
に
よ
り
選
ば
れ
た

も
の
で
す
。

　原
乳
を
提
供
し
て
い
る
戸
田
真

さ
ん（
大
欠
平
）も
公
社
の
職
員

も
、
喜
び
に
沸
い
て
い
ま
し
た
。

笑顔で自宅へ！ － 和の家退所式 －

㈱
村
下
建
設
工
業

「
日
本
赤
十
字
社
社
長
感
謝
状
」受
章

「
間
木
ノ
平
の
薫
り
た
つ

牛
乳
」金
賞
受
賞
☆

in 

ご
当
地
牛
乳
グ
ラ
ン
プ
リ

出品作品を手にとり講評する高橋校長

講師の川口きよさんへ記念品の贈呈

丹精して作ったかごをながめる受講生たち

左から公社職員の三瀧信孝さん、原乳提供者の戸田真さん、公社職員の田沢匡輝さん 須藤村長（左）に受章報告する村下萬社長（右）

「川代ものづくり学校」の冬季講座修了式の様子

前列左から初の入居者となった永野みちよさん、沢上まつのさん、松森ふみさん

かごコンテストに
出品された受講生

の作品

た
ず
さ
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☆消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで（℡78－2119）

献血にご協力を！
　献血はみなさまの善意に支えられています。
　村では、下記のとおり献血を実施しますので、
みなさまのあたたかいご協力をお願いします。
　実施日：平成25年６月４日（火）
　　　　　午前10時～12時　　美郷館前
　　　　　午後１時30分～３時30分まで　
　　　　　　　　　　　　　　新郷診療所前
※次回は、10月１日（火）を予定しています。

問　厚生グループ　℡ 61－7555

特設人権相談所開設
　新郷村では、次のとおり特設人権相談所を
開設しますので、困りごとなどございました
らお気軽にご相談ください。
◇日時　６月７日（金）　午前９時～正午まで
◇場所　山村開発センター１階　中会議室
問　住民グループ　℡ 78－2111

受験資格　　昭和56年４月２日以降に生まれた

者で、大学を卒業した者又は平成

26年３月31日までに大学卒業見込

みの者

受付期間　　５月13日～６月21日までの間

採用人数　　（５月13日に採用人数決定次第連絡）

試験地（第一次試験）　青森市

試験日（第一次試験）　７月14日（日）

合格発表日（第一次試験）　

　　　　　　　　　　７月19日（金）

第二次試験日・試験地　

　　　　　　　　　　８月下旬　青森市

最終合格発表日　　　９月上旬

お問い合わせ先

　五戸警察署　℡ 62－3241まで

◇日　　時　平成25年６月８日（土）
　　　　　　午前10時～午後４時まで

◇場　　所　八戸市根城９－13－９
　　　　　　青森地方法務局八戸支局

◇相談方法　面　接

◇相談内容
土地・建物の登記、
土地の境界争い、遺
産相続、戸籍の取扱
い、家賃等の供託、
借地・借家、遺言、
近所等のトラブル、セクハラ、子どものいじ
めや体罰問題など

◇相談担当者
公証人、司法書士、土地家屋調査士、人権
擁護委員、法務局職員
◇お問い合わせ◇
　青森地方法務局八戸支局総務課
　℡ 0178－24－3351

法 務 局 な ん で も
相 談 所 開 設

警察官（Ａ）大卒募集

人権イメージキャラクター

 人KENあゆみちゃん・人KENまもる君

　毎
月
第
２
水
曜
日
は
行
政
相
談

開
設
日
で
す
。
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
、
役
所
が
行
っ
て
い
る
仕
事

に
つ
い
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
・

納
得
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
意
見

を
お
持
ち
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◇
開
設
日
時

　毎
月
第
２
水
曜
日

　午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所

　山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階  

相
談
室

※

月
に
よ
り
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
広
報

最
終
ペ
ー
ジ
の
暦
欄
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
ご
確
認
下
さ
い
。

◇
相
談
員

　畠
山
美
代
子
行
政
相
談
委
員

◇
相
談
内
容

道
路
・
河
川
、
年
金
、
医
療
制

度
、
老
人
福
祉
、
登
記
、
労
働

基
準
、
雇
用
保
険
、
自
動
車
検

査
・
登
録
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
等

問 

総
務
グ
ル
ー
プ 

℡
78
│

２
１
１
１

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象

　日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
18

歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
ま
た

は
20
歳
未
満
で
政
令
の
定
め
る
程

度
の
障
害
状
態
に
あ
る
者
を
監
護

し
て
い
る
母
ま
た
は
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
が
、児

童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象

　日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
身

体
ま
た
は
精
神
に
重
度
ま
た
は
中

度
以
上
の
障
害
を
お
持
ち
の
20
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
を
監
護
し
て
い

る
父
若
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
が
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

い
ず
れ
も
支
給
に
は
一
定
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
グ
ル
ー
プ 

℡
78
│

２
１
１
１

　労
働
保
険
の
年
度
更
新（
平
成

24
年
度
確
定
保
険
料
と
平
成
25
年

度
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付
手

続
き
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。）を
行

っ
て
い
た
だ
く
時
期
と
な
り
ま
し

た
。　平

成
25
年
度
の
申
告
・
納
付
期

間
は
、
６
月
３
日
か
ら
７
月
10
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機
関
・

郵
便
局
等
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

青
森
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

　

 

徴
収
室

　

 

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

４
１
４
５

　編
集
を
終
え
て

　６
年
ぶ
り
に
広
報
紙
担
当
と
な

り
ま
し
た
松
森
で
す
。
住
民
の
み

な
さ
ん
の
顔
と
声
を
、
広
報
紙
を

通
し
て
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る

の
が
私
の
役
目
で
す
。

　取
材
の
際
は
、
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　（
Ｅ
）

　聴覚・言語機能に障がいのある人など、電話での通報が困難な人が、携帯電話や
パソコンのＥメールにより救急車や消防車の要請ができるシステムです。
対象者：八戸市、三戸郡の町村及びおいらせ町に居住する人または同地区に通勤・
　　　　通学している方
※いたずらなどの通報を防ぐ目的で、アドレスは非公開とするため、事前申請が必要と
なります。事前に登録されていないアドレスからは、通報することができません。
　申請書（市町村役場、ろうあ協会および最寄りの消防署で配布）に必要事項を記入
し、申請書に記載している宛先に郵送または直接最寄りの消防署へお持ちください。

電話番号変更のご案内
　平成24年３月から次の電話番号が変更となりました。
「緊急通報ファックス１１９」　
（局番なし）１１９　ファックスで１１９通報を行うことができます。
「消防情報案内」
お 問 合 せ　　　 　救 急 以外は　　  はちみっつ
０１８０　－　９ ９ １　－　８ ８ ８

　消防車の出動情報を自動音声でお知らせしています。
※ＰＨＳ、ＩＰ電話、プリペイド式携帯電話からのご利用は出来ませんのでご了承ください。
※消防車のサイレンは、「ウーウーカンカンカン」が火災、「ウーウー」はその他の災害です。
　　　消防本部　指令情報課　ＴＥＬ　４４－２１３５　　ＦＡＸ　４６－１１７１

　こ
の
た
び
、
新
郷
駐
在
所
に
新
し
い
お
ま
わ

り
さ
ん
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

◇
出
身
地

　八
戸
市

◇
家
族
構
成

　三
戸
町
出
身
の
妻
と
赴
任
し
て
き
ま
し
た
。

子
供
は
三
姉
妹
。
上
二
人
は
嫁
ぎ
、
三
女
は

東
京
で
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
め
ざ
す「
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
」で
す
。

◇
趣

　
　
味

　山
野
草

◇
村
の
印
象
・
感
想

　第
一
印
象
は
、
夕
方
か
ら
の
冷
え
込
み
が

厳
し
い
と
こ
ろ
。
近
所
の
あ
い
さ
つ
回
り
を

終
え
て
、
妻
と
交
わ
し
た
一
言「
こ
ご
の
人

達
あ
た
た
か
い
ね
」

◇
抱

　
　
負

　こ
の
村
と
人
と
の
新
し
い
出
会
い
を
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
精
一
杯
が
ん
ば

り
ま
す
。
駐
在
所
に
も
気
軽
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
。

青森県五戸警察署
新郷警察官駐在所長
青森県警部補

木村　光雄
き むら みつ お

老
い
た
身
を
預
け
る
春
の
炬
燵
か
な

鹿

　島

　と

　わ

春
炬
燵
夫
婦
湯
呑
み
よ
い
つ
ま
で
も

長

　峯

　ユ

　リ

春
ら
し
さ
今
だ
な
く
し
て
彼
岸
来
る

福

　山

　康

　子

切
り
貼
り
は
大
き
な
さ
く
ら
春
障
子

小

　坂

　良

　子

春
な
れ
ば
小
さ
な
こ
と
で
大
笑
い

戸

　来

　れ
い
子

そ
ろ
そ
ろ
芽
と
目
を
覚
ま
せ
と

川
う
た
ふ

髙

　根

　リ

　サ

耐
え
難
き
時
待
ち
落
ち
る
し
ず
り
雪

工

　藤

　陽

　一

二
人
居
て
程
良
き
温
み
春
炬
燵

鹿

　島

　惠
美
子

何
も
か
も
座
卓
が
わ
り
に
春
炬
燵

村

　上

　て

　る

新
幹
線
乗
る
も
降
り
る
も
春
衣

金

　沢

　
　
　凡

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

お
知
ら
せ

　│
問
い
合
わ
せ

　
　│
申
し
込
み

　│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

問問

問

問

問

困
っ
た
ら
１
人
で
悩
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　行
政
相
談

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
労
働
保
険
年
度

更
新
の
手
続
き
に
つ
い
て

しょうぼう情報
◆◆◆◆五戸消防署西分遣所からのお知らせ◆◆◆◆

「メール１１９」について

お
ま
わ
り
さ
ん
紹
介

問
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☆消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで（℡78－2119）

献血にご協力を！
　献血はみなさまの善意に支えられています。
　村では、下記のとおり献血を実施しますので、
みなさまのあたたかいご協力をお願いします。
　実施日：平成25年６月４日（火）
　　　　　午前10時～12時　　美郷館前
　　　　　午後１時30分～３時30分まで　
　　　　　　　　　　　　　　新郷診療所前
※次回は、10月１日（火）を予定しています。

問　厚生グループ　℡ 61－7555

特設人権相談所開設
　新郷村では、次のとおり特設人権相談所を
開設しますので、困りごとなどございました
らお気軽にご相談ください。
◇日時　６月７日（金）　午前９時～正午まで
◇場所　山村開発センター１階　中会議室
問　住民グループ　℡ 78－2111

受験資格　　昭和56年４月２日以降に生まれた

者で、大学を卒業した者又は平成

26年３月31日までに大学卒業見込

みの者

受付期間　　５月13日～６月21日までの間

採用人数　　（５月13日に採用人数決定次第連絡）

試験地（第一次試験）　青森市

試験日（第一次試験）　７月14日（日）

合格発表日（第一次試験）　

　　　　　　　　　　７月19日（金）

第二次試験日・試験地　

　　　　　　　　　　８月下旬　青森市

最終合格発表日　　　９月上旬

お問い合わせ先

　五戸警察署　℡ 62－3241まで

◇日　　時　平成25年６月８日（土）
　　　　　　午前10時～午後４時まで

◇場　　所　八戸市根城９－13－９
　　　　　　青森地方法務局八戸支局

◇相談方法　面　接

◇相談内容
土地・建物の登記、
土地の境界争い、遺
産相続、戸籍の取扱
い、家賃等の供託、
借地・借家、遺言、
近所等のトラブル、セクハラ、子どものいじ
めや体罰問題など

◇相談担当者
公証人、司法書士、土地家屋調査士、人権
擁護委員、法務局職員
◇お問い合わせ◇
　青森地方法務局八戸支局総務課
　℡ 0178－24－3351

法 務 局 な ん で も
相 談 所 開 設

警察官（Ａ）大卒募集

人権イメージキャラクター

 人KENあゆみちゃん・人KENまもる君

　毎
月
第
２
水
曜
日
は
行
政
相
談

開
設
日
で
す
。
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
、
役
所
が
行
っ
て
い
る
仕
事

に
つ
い
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
・

納
得
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
意
見

を
お
持
ち
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◇
開
設
日
時

　毎
月
第
２
水
曜
日

　午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所

　山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階  

相
談
室

※

月
に
よ
り
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
広
報

最
終
ペ
ー
ジ
の
暦
欄
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
ご
確
認
下
さ
い
。

◇
相
談
員

　畠
山
美
代
子
行
政
相
談
委
員

◇
相
談
内
容

道
路
・
河
川
、
年
金
、
医
療
制

度
、
老
人
福
祉
、
登
記
、
労
働

基
準
、
雇
用
保
険
、
自
動
車
検

査
・
登
録
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
等

問 

総
務
グ
ル
ー
プ 

℡
78
│

２
１
１
１

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象

　日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
18

歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
ま
た

は
20
歳
未
満
で
政
令
の
定
め
る
程

度
の
障
害
状
態
に
あ
る
者
を
監
護

し
て
い
る
母
ま
た
は
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
が
、児

童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象

　日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
身

体
ま
た
は
精
神
に
重
度
ま
た
は
中

度
以
上
の
障
害
を
お
持
ち
の
20
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
を
監
護
し
て
い

る
父
若
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
が
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

い
ず
れ
も
支
給
に
は
一
定
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
グ
ル
ー
プ 

℡
78
│

２
１
１
１

　労
働
保
険
の
年
度
更
新（
平
成

24
年
度
確
定
保
険
料
と
平
成
25
年

度
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付
手

続
き
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。）を
行

っ
て
い
た
だ
く
時
期
と
な
り
ま
し

た
。　平

成
25
年
度
の
申
告
・
納
付
期

間
は
、
６
月
３
日
か
ら
７
月
10
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機
関
・

郵
便
局
等
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

青
森
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

　

 

徴
収
室

　

 

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

４
１
４
５

　編
集
を
終
え
て

　６
年
ぶ
り
に
広
報
紙
担
当
と
な

り
ま
し
た
松
森
で
す
。
住
民
の
み

な
さ
ん
の
顔
と
声
を
、
広
報
紙
を

通
し
て
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る

の
が
私
の
役
目
で
す
。

　取
材
の
際
は
、
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　（
Ｅ
）

　聴覚・言語機能に障がいのある人など、電話での通報が困難な人が、携帯電話や
パソコンのＥメールにより救急車や消防車の要請ができるシステムです。
対象者：八戸市、三戸郡の町村及びおいらせ町に居住する人または同地区に通勤・
　　　　通学している方
※いたずらなどの通報を防ぐ目的で、アドレスは非公開とするため、事前申請が必要と
なります。事前に登録されていないアドレスからは、通報することができません。
　申請書（市町村役場、ろうあ協会および最寄りの消防署で配布）に必要事項を記入
し、申請書に記載している宛先に郵送または直接最寄りの消防署へお持ちください。

電話番号変更のご案内
　平成24年３月から次の電話番号が変更となりました。
「緊急通報ファックス１１９」　
（局番なし）１１９　ファックスで１１９通報を行うことができます。
「消防情報案内」
お 問 合 せ　　　 　救 急 以外は　　  はちみっつ
０１８０　－　９ ９ １　－　８ ８ ８

　消防車の出動情報を自動音声でお知らせしています。
※ＰＨＳ、ＩＰ電話、プリペイド式携帯電話からのご利用は出来ませんのでご了承ください。
※消防車のサイレンは、「ウーウーカンカンカン」が火災、「ウーウー」はその他の災害です。
　　　消防本部　指令情報課　ＴＥＬ　４４－２１３５　　ＦＡＸ　４６－１１７１

　こ
の
た
び
、
新
郷
駐
在
所
に
新
し
い
お
ま
わ

り
さ
ん
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

◇
出
身
地

　八
戸
市

◇
家
族
構
成

　三
戸
町
出
身
の
妻
と
赴
任
し
て
き
ま
し
た
。

子
供
は
三
姉
妹
。
上
二
人
は
嫁
ぎ
、
三
女
は

東
京
で
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
め
ざ
す「
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
」で
す
。

◇
趣

　
　
味

　山
野
草

◇
村
の
印
象
・
感
想

　第
一
印
象
は
、
夕
方
か
ら
の
冷
え
込
み
が

厳
し
い
と
こ
ろ
。
近
所
の
あ
い
さ
つ
回
り
を

終
え
て
、
妻
と
交
わ
し
た
一
言「
こ
ご
の
人

達
あ
た
た
か
い
ね
」

◇
抱

　
　
負

　こ
の
村
と
人
と
の
新
し
い
出
会
い
を
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
精
一
杯
が
ん
ば

り
ま
す
。
駐
在
所
に
も
気
軽
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
。

青森県五戸警察署
新郷警察官駐在所長
青森県警部補

木村　光雄
き むら みつ お

老
い
た
身
を
預
け
る
春
の
炬
燵
か
な

鹿

　島

　と

　わ

春
炬
燵
夫
婦
湯
呑
み
よ
い
つ
ま
で
も

長

　峯

　ユ

　リ

春
ら
し
さ
今
だ
な
く
し
て
彼
岸
来
る

福

　山

　康

　子

切
り
貼
り
は
大
き
な
さ
く
ら
春
障
子

小

　坂

　良

　子

春
な
れ
ば
小
さ
な
こ
と
で
大
笑
い

戸

　来

　れ
い
子

そ
ろ
そ
ろ
芽
と
目
を
覚
ま
せ
と

川
う
た
ふ

髙

　根

　リ

　サ

耐
え
難
き
時
待
ち
落
ち
る
し
ず
り
雪

工

　藤

　陽

　一

二
人
居
て
程
良
き
温
み
春
炬
燵

鹿

　島

　惠
美
子

何
も
か
も
座
卓
が
わ
り
に
春
炬
燵

村

　上

　て

　る

新
幹
線
乗
る
も
降
り
る
も
春
衣

金

　沢

　
　
　凡

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

お
知
ら
せ

　│
問
い
合
わ
せ

　
　│
申
し
込
み

　│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

問問

問

問

問

困
っ
た
ら
１
人
で
悩
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　行
政
相
談

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
労
働
保
険
年
度

更
新
の
手
続
き
に
つ
い
て

しょうぼう情報
◆◆◆◆五戸消防署西分遣所からのお知らせ◆◆◆◆

「メール１１９」について

お
ま
わ
り
さ
ん
紹
介

問



○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

231

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

ママと一緒にお散歩に行きまし
た。そしてお弁当を食べました。
帰りに宝物を見つけて、お家に
持って帰りました。楽しかった
なぁ。

川代　凜梨花さん（うめ組）
ママと公園にお散歩に行きまし
た。きれいなお花をいっぱい見
つけたよ。のどが渇いたのでお
水を飲みました。おいしかった。

高橋　芽玖さん（うめ組）
り り かかわだい め ぐたかはし

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

14

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

皐 月

12月

小　林　大　翔くん
Ｈ23・２・15生
（地区）戸来
（パパ）惇
（ママ）恵美
パパとママのねがい

もっともっと、大きくなってね！

５月
人の動 き

男　1,387人（－８人）
女　1,466人（－４人）
計　2,853人（－12人）
世帯数943世帯（－３世帯）
（平成25年３月31日現在）

発
行
/新
郷
村
　
編
集
/総
務
課
　
〒
039

ー1801  青
森
県
三
戸
郡
新
郷
村
大
字
戸
来
字
風
呂
前
10　

☎
0178ー78ー2111 

新
郷
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.vill.shing

o.aom
ori.jp

IN
FO
R
M
A
T
IO
N
 S
H
IN
G
O
   N
o.2
0
5

4

2013 （
平
成
2
5
年
）

A
P
R
IL

むらのガイド

平成25年

エメラルド（縁石）
̶ 幸福・恩恵 ̶誕 生 石

さつき
May

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午〜午後５時まで　TEL 6 1−75 5 5

２０１３年５月
行　　事　　等 備　　　考

山村開発センター２階　相談室

こ ばやし ひ ろ と

日 曜
不用犬引取日１ 水
●憲法記念日3 金 資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
●みどりの日4 土
●こどもの日5 日
●振替休日6 月
行政相談（10：00～15：00）8 水
資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日10 金
新郷温泉館休館日13 月
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日17 金 粗大ごみ収集日
新郷中学校体育祭　西越小・野沢中大運動会18 土
第384回子ども会親子早起き掃除（花植え活動）
新郷村長選挙投・開票日19 日

新郷温泉館休館日20 月
母と子の栄養教室　乳幼児健康相談23 木
燃えないごみ収集日24 金
戸来小学校運動会26 日
新郷温泉館休館日27 月
結核検診・レントゲン撮影（～30日）28 火
固定資産税第１期納期限31 金

みんなで支える
国民年金

日本年金機構

３
月
31日

　「
川
代
も
の
づ
く
り
学
校
」冬
季
講
座
修
了
式（
関
連
記
事
は
11ペ

ー
ジ
）

３
月
31日

　「
川
代
も
の
づ
く
り
学
校
」冬
季
講
座
修
了
式（
関
連
記
事
は
11ペ

ー
ジ
）

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。

も
の
づ
く
り
は
人
づ
く
り

　
や
が
て
地
域
づ
く
り
へ
と
・
・
・

も
の
づ
く
り
は
人
づ
く
り

　
や
が
て
地
域
づ
く
り
へ
と
・
・
・
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